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ＩＥＡについて
◼国際エネルギー機関（IEA）
➢ 第1次石油危機後の1974年に、キッシンジャー米国務長官（当時）の提唱を

受けて、OECDの枠内における自律的な機関として設立。日本を始めとする

32カ国が加盟（2025年4月時点）。

➢ 「4つのE」を目標に活動推進（①エネルギー安全保障の確保〈Energy 

Security〉 ②経済成長 〈Economic Development〉 ③環境保護

〈Environmental Awareness〉 ④世界的なエンゲージメント（世界協調）

〈Engagement Worldwide〉 ）。

➢ 日本では、石油供給が不安定の際、IEAの緊急時対応システムにより各国の

石油備蓄の共同放出による価格上昇を抑制の恩恵。

➢ 近年は、エネルギー政策全般にわたる意見交換の場として重要との認識。政

策提案も参加各国に対する重要なInputである。
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ＩＥＡの組織、風力にとって重要な会議体

出典：高橋邦彦、日本風力エネルギー学会第40回エネルギー利用
シンポジウム予稿集 P.358(2018)、およびIEA HP情報から作成

IEA Wind TCP

作業部会

委員会

意思決定

技術協力プログラム

←原則として隔年開催。

2025年2月現在、再生可能エネルギー技術作業
部会で12の技術協力プログラム／実施協定があ
る。日本はその中で10のTCPに参加している。

REWP等作業部会と
各傘下TCPのブラッシュ

アップを実施中

各傘下TCPの中期プログ
ラムを評価/更新等手続

を実施

CERT

REWP
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ＩＥＡ Windの経緯

◼国際エネルギー機関風力技術協力プログラム

（IEA Wind Technology Collaboration Programmes：IEA Wind TCP）
➢  IEA下の技術協力プログラムの一つ。
➢1977年に発足した実施協定から2015年に技術協力プログラムに

改定。日本は1978年から参加（機械技術研究所(産総研の前進））。

➢各国の最新の研究開発、政策動向等についての情報収集が可能
となるとともに、 IEA Windの成果（技術推奨基準）がIEC国際規格
に発展するケースが多いため、日本の実情にあった有利な国際
標準策定に資するため参画中。

➢2017年（平成29年）3月14日より産総研からNEDOにIEA Wind締約
者を変更し、NEDOのマネジメント のもと活動を実施。

➢参加国（機関）はTaskと呼ばれる国際協力R&Ｄに取り組み、
23Taskが実施中。日本は、24年9月～25年11月の間で11のTask
に参加しています。
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ＩＥＡ Wind の目的・実施活動
IEA Windの目的
➢ 風力新技術の研究開発における効率的な国際協力の推進。

➢ 高品質な風力情報の収集と風力技術・政策・普及の分析等。

⇒各国の風力関連施策、研究開発プログラム策定に対する支援。

IEA Windの実施活動
➢ IEA Windの活動方針は、年3回開催される執行委員会（ExCo）において審議。

⇒COVID-19奇禍明けの2023年春季に、ExCo会議が日本で開催。2023年までは
年2回の対面会議であったが、2024年より、Online開催2回＋In Person開催１回
の新体制に変更された。

➢ 具体的な国際協力R&D活動は、重要な研究開発テーマごとに設置される「Task」を通
じて行われる。 ◎各Taskは、Operating Agent（OA）が主導。

On line会議
の様子
（ExCo93、
2024年春季）

In Person会議の様子
（ExCo91、於北九州）
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ＩＥＡ WindとＩＥＣ
ＩＥＡ ＷｉｎｄとＩＥＣ～２つの国際活動～

➢ IEA Ｗｉｎｄの研究開発国際共同活動とIEC（国際電気標準会議）の「風力発電システム

の国際標準化」での活動が、ドイツ、スペイン、英国、米国といった風力発電先進国の

国際活動の基本戦略。

➢ IEA Windの推奨基準が、IEC国際標準のベースとなる事例多数。二つの国際活動は、

各々独立した体制・組織により行われているが、技術的には相互補完的関係。

➢ 我が国でも、IEA WindとIECが国際活動の両輪として重要との認識。

（正式加入に向けてロシア政府と調整中であったが、今般の状況により、2022年、調整停止）
※3) 2021年より参加 ※4) 2022年に脱退 ※5) ポーランド、トルコが招待中。オーストラリア、ブラジル、

ウルグアイが興味を示す。

※3

※4

新規検討中※5
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ＩＥＡ Wind 加盟国の風力導入実績

➢ 世界の風力発電産業の設備容量は 1 TW (1000 GW) を超過。

➢ IEA Wind TCP参加国の風力発電量は2000TWhに迫る勢い。
➢ 欧州・米国の導入量が多いが、中国はそれを越える状況。

出典：IEA Wind Technology Collaboration Programme 2024 Annual Report （for 2023）

図1 風力発電の総導入量・新規導入量（2023暦年） 図2 2011～2023暦年の風力発電の導入トレンド
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ＩＥＡ Wind の国内体制
➢ 国内委員会は国内のIEA Windに関する最高意思決定機関として、各Taskへ派遣する

有識者、参加するTask、分科会の設置等を審議（年間3回程度実施）。
➢ 国内委員会の審議内容より詳細な項目の意見集約等を要する場合は、必要に応じて

分科会を設置し、国内委員会で承認された主査の下、各Taskの専門的な議論を実
施。

➢ 事務局はNEDOの委託業務においてWEITに設置。NEDOは、締約者及び委託元として
METIの監督の下、ExCoへの参加等を通じて、IEA Wind全体を管理。各Taskでは、登
録された有識者が各Task Meetingに参加し、国内委員会にて報告。

注）各Taskは2024年10月～2025年9月での参加状態

ExCo会議

各Task  事務局

NEDO   

METI    
国内委員会

IEA WIND

分担金拠出

出張報告

業務委託
オブザーバー参加

会議の参加

Taskへの有識者の派遣

赤字：旧Taskから延長

Task11  Task63 Task46  Task62 Task44  Task49  Task52  Task56  Task53  Task54  Task57  

出張報告 出張報告 出張報告 出張報告 出張報告出張報告出張報告出張報告出張報告出張報告

2050年に向けた

変動エネルギー
の統合 （旧25）

風力発電計画と
市民参加の社会
科学 (旧28)

ウインドファーム
の流れ場制御

風車ブレードのエ
ロージョン

浮体式洋上ウイ
ンドファームの統
合設計

風ライダーの大
規模展開

風力発電のコスト
分析

寒冷地における
風力発電

洋上風車動的解
析コードの検証

ジョイントモデル
評価

基盤技術情
報の交換



9

各タスクのカテゴリー

各タスクのカテゴリーは4類型＋１
➢ （１）資源とサイト特徴化（Resource and Site Characterization）
➢ （２）先進技術（Advanced Technology）
➢ （３）高風力量でのエネルギーシステム（Energy Systems with High Amounts of Wind）
➢ （４）社会的、環境および経済影響（Social, Environmental, and Economic Impact）
➢ ＋１（戦略）コミュニケーション、教育と取り決め（Communication, Education, and 

Engagement)

IEA Wind 実施協定 2019－2023

IEA Wind 実施協定 2024－2028
各タスクのカテゴリーは5類型＋１
➢ （１）風車（The Turbine）
➢ （２）大気（The Atmosphere）
➢ （３）風力発電と電力網

（The Plant and Grid)
➢ （４）社会科学（Social Science)
➢ （５）環境共創

（Environmental Co-design)
＋１：協働的なコミュニケーション

（ Collaborative Communication）

42,45,59,60

53,62

43,46,47,48,56

44,49,51,52,54,57

63,41,50,55,58,61

セッション１

セッション２
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TEM 新しい課題の検討（TEM）

新しい課題の提案・検討のプロセス

➢Ｔａｓｋ11で新しいTEM(Topical Expert Meeting)候補を検討・提
案。

➢ExCoで提案TEM候補を審議、新TEMを選択・採択。

➢新TEM事務局がTEM開催準備/開催。

➢ IEA Wind 国内委員会で新TEMに参加する専門家を検討。

➢新TEMへ専門家を派遣。

➢新TEM事務局が新タスクを提案、ExCoにおいて新タスクの採
択・承認。

➢新TEM参加専門家から、 IEA Wind国内委員会に日本参加の
申請、 国内委員会が新タスクへの日本参加の検討・審議。

➢参加が承認された後、NEDOがIEA Wind事務局および新TEM
事務局へ日本参加を申請。
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ＩＥＡ Ｗｉｎｄの活動報告:各種出版物

活動報告書はIEA Windのホームページから
自由にダウンロードが可能です

Annual Report
図は2024年出版の2023年(暦年)版の例。

Recommended Practice
図はTask25による「WIND/PV INTEGRATION 
STUDIES 」の例。

Technical Report 
図はTask40＊による「Downｗind Turbine
Technologies Technical Report」（2022年4月）の
例。 ＊日本がOAを務めた。

https://iea-wind.org/
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ご清聴ありがとうございました。
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